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（報告書様式Ｃ） 
 
【フロンティアスクール用中間報告書】      
 
Ⅰ．学校の概要（平成 15年 4月現在） 
 愛知県尾張旭市立三郷小学校     （フロンティアスクール名） 

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 特殊学級 計 教員数  

学級数 3 3 3 3 3 3 １ 19

児童数 101 97 109 108 100 113 4 632
27  

 
Ⅱ．実践研究の概要 
１．主題（テーマ） 
 

よく学ぶ子の育成 
－ 個人追究と集団追究の場面を通して － 

 
２．内容と方法 
(1) 実施学年・教科（選択した理由を付すこと） 

 
① 研究内容 
○ １年生～６年生の全教科において、個人追究と集団追究の場面を通し

て「課題をつかむ→課題を追究する→課題追究をまとめる」という学習

活動の指導方法の工夫、教材開発、評価に取り組む。平成１５年度は「課

題を追究する」ことに視点を当てて取り組み、本校オリジナルの「Ｆ学

習」を設定した。 
 

② 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善 
○ 今年度は、習熟の違いを生み出しやすく、学習の過程で、児童の理解

の状況に個人差が大きく出やすい算数科を研究の中心においた。  
・３年生・算数における少人数指導 
・４年生・算数における少人数指導 
・５年生・算数における少人数指導 
・６年生・算数における少人数指導    

都道府県 愛 知 県 
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(2) 年次計画 
○テーマ 
追究意欲を高める「課題をつかむ」指導の工夫 

○仮説 
「課題をつかむ」手だてを工夫して、児童自らが「課題をつかむ」こと

ができれば、学習意欲が高まり、積極的に課題を追究することができるで

あろう。 
○研究内容・方法 
・ 各学年の児童の実態に合わせ、的確に本時の「課題をつかむ」ことが

できるように手だてを工夫する。 
・ 基礎となる力として「聞く力」を高める取り組みをする。 
・ 個に応じた指導（少人数・ＴＴ指導）においても授業形態に応じた「課

題をつかむ」活動を工夫し、より効果的な指導方法を研究する。 
・ 「課題をつかむ」ことに視点を当てて学習環境を整備する。 

 
 

○テーマ 
主体的に学習する力を育む「課題を追究する」指導の工夫 

○仮説 
生活経験や具体的な活動、既習の知識・技能をもとにした指導方法の工

夫や教材・教具の開発をすれば、児童が主体的に「課題を追究する」力を

育むことができるであろう。 
○研究内容・方法 
・ 低学年・中学年・高学年に応じた「課題を追究する」児童の具体的な

姿を明らかにし、その指導方法の工夫改善、教材・教具の開発に取り組

む。 
・ 「読む力・書く力・聞く力・話す力・計算する力」という基礎となる

力を育てる指導を充実する。 
 
 

○テーマ 
確かな学力を高める「課題をまとめる」指導の工夫 

○仮説 
適切な評価をもとに、それを生かして「課題をまとめる」指導を工夫す

れば、基礎・基本の確実な定着を図るとともに、個に応じた確かな学力を

身に付けさせることができるであろう。 
○研究内容・方法       
・ 低学年・中学年・高学年に応じた「課題をまとめる」児童の具体的な

姿を明らかにし、評価方法や評価を生かした指導方法の工夫改善に取り

組む。 

平
成
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年
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年
度 
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 (3) 研究体制 
○研究組織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○改善点と内容   
・ 今年度は、新たに専門部を設立し、研究の取り組みを強化した。授業

研究部では、算数科の学習内容の定着を図るための教材教具の開発、指

導方法・指導体制の工夫改善の具体案を練り、授業実践を実施した。課

題追究研究部は個人追究・集団追究の場面を通して、「課題を追究する」

児童を育てる指導方法を、基礎学力研究部は、基礎となる力（読む力・

書く力・話す力・計算する力）を高める指導方法を、学習環境部は、掲

示物の作成、学習室の整備等児童の課題に対する意識化を図り、追究意

欲を高める学習環境について取り組んだ。 
 
Ⅲ．平成１５年度の成果及び課題 

 
○成果 
（１） 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善 
① 「Ｆ学習」の設定 
「Ｆ学習」のＦはＦｉｎｄ（発見）、Ｆｒｉｅｎｄ（友達）、Ｆｕｎ（楽しさ）、Ｆ

ｒｏｎｔｉｅｒ（先駆）等の意味である。学習活動を通して、様々な気づきや発

見をし、友達と楽しく学び合うことを目指した授業である。 
② 「Ｆ学習」の特徴 
○「赤・黄・青」の３色の反応器（カラーコーン）を活用する。 
・児童自らが学習状況を教師に伝達できる。 

・色を見て、教師が即時評価・即時支援を行う。 
○ 個人追究・集団追究の場面でコースを設定することで、児童の実態に合わせ

た、きめの細かい指導ができる。 
③ 児童アンケートの結果（３年～６年）   
＜少人数指導授業に対する児童の意識＞ 
ア あなたは少人数授業が好きですか。 

 

フロンティア研究推進委員会

授業研究部

（専門部） 
学習環境部 

低学年部会 
 
中学年部会 
 
高学年部会 

課題追究研究部 
 
基礎学力研究部 
 
学習環境部 
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・ 好き・だいたい好き・・・・ 平成１４年度：６９．９％ 
 平成１５年度：８５．６％ 

＊ 昨年度と比較すると、少人数授業を好む児童が１５．７％も増えた。 
イ なぜ少人数授業が好きなのですか。 
① 算数の学習がわかりやすいから・・・・・・・・・・・・ ６０％ 
② 学習に集中しやすいから・・・・・・・・・・・・・・・ ５０％ 
③ その他（先生や友達と関わりやすい・発言しやすい等）・・ ２０％ 

＊授業がわかりやすく、先生や友達とも関わりやすいことを多くの児童があげて

いる。 
ウ 算数の授業はどれくらい理解できていますか。 
○ よくわかる・だいたいわかる・・・・・ １学期：８７．４％ 

 ２学期：９１．７％ 
＊１、２学期を比較して、よくわかる・だいたいわかるが４．３％増加した。そ

の要因として、３色の反応器（カラーコーン）を使って授業を行っていることが、

よい結果をもたらしていると考えられる。 
エ ３色の反応器（カラーコーン）を使うことについて、どう思いますか。 
○ よい・だいたいよい・・・・・・・・・７２％ 
エ ３色の反応器（カラーコーン）は、どのような点でよいと思いますか。 
① 自分の様子を先生や友達にわかってもらえる・・・・・・６８．１％ 
② 練習問題でどの問題を解いているのかがわかりやすい・・５３．９％ 
③ 赤コーンを出すと、先生がすぐに来てくれる・・・・・・４３．８％ 
オ あなたはこれからも３色の反応器（カラーコーン）を使って、学習したい

ですか。 
○ 使いたい・・・・・・・７０％  

＊ ３色の反応器（カラーコーン）に対する児童の一定の評価が得られた。特に

自分の様子を先生にわかってもらえる。赤コーンを出すと先生がすぐに来て

くれる等、即時評価・即時支援の体制がうまく機能していることが伺える。 
 
＜まとめ＞ 
○ 「Ｆ学習」により、今まで以上に児童一人一人を細かく見ることができるよう

になった。特に３色の反応器（カラーコーン）を活用することにより、児童が自

分の学習状況を教師に伝えながら学習していけること、また、教師が反応器（カ

ラーコーン）の色を見て即時評価・即時支援をして、児童の追究を支えていくこ

とについては、今後も研究の中心として取り組んでいきたい。 
○ 昨年度からの取り組みで、授業の「めあて」が明確になっているため、追究の

過程においても学習目標に沿って的確に学習が進められる。また、前時・本時・

次時の学習内容のつながりが、はっきりととらえられるようになった。 
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○今後の課題 
○「Ｆ学習」の定着と、学力向上に向けた取り組みを強化する。 

・単元の学習内容に合わせて、少人数、ＴＴ指導等を適宜選択する。 

・実際の学習指導では、Ｆ学習（即時評価・即時指導）を中心にして展開

する。 

・複線系の学習内容を前提に、個に応じた指導を展開する。 

○ 教師一人一人の指導力の更なる向上を図る。 

・学習指導要領の趣旨を十分に踏まえ、個々の対応を充実すべく、力量の向上に

向けて努力する。 

・少人数指導では、学級を２つに分けて指導することから、学年間の話し合いを

より緊密にする。 

・先進校の実践に学び、成果を還元することで、指導技術の向上を目指す。 

○ 評価基準の一層の充実を目指し、指導との一体化を検証する。 

・指導と評価の相互の関連付けを一層明確にし、個々への対応を的確にする。ま

た、保護者への説明責任についても具体化を検討する。 

・指導面、評価面に関わり、新たなシステムの構築にむけて、方策を検討する。 

 

Ⅳ．学力把握のための学校の取組について 
○ 学年末（２月）に学力検査を実施する。 

平成１５年度は、２月に「教研式標準学力検査ＣＲＴ」を実施し、学力を把握する。 

来年度以降も、学年末に同検査を実施し、学力の推移を調査する。 

 

Ⅴ．フロンティアスクールとしての成果の普及について 
・研究会、説明会等の開催実績及び開催予定（日時、場所、テーマ、対象、予定のもの

については参加方法） 

・ＨＰ作成等の工夫の実績及び今後の予定 

○ ホームページの開設 

研究内容・成果などを周知することを目的にホームページを開設する。 

（平成１５年２月１日開設） 

ホームページアドレス http://www.sangou-e.aichi-c.ed.jp/ 

メールアドレス    edq-mas@sangou-e.aichi-c.ed.jp 

○ 地区別学力向上フロンティア事業協議会で発表 

・ 愛知県尾張教育事務所主催の学力向上フロンティア事業愛日地区協議会において、

研究成果を発表する。（平成１６年２月２５日・瀬戸市文化センター・愛日地区教務

主任対象） 

○ 公開授業・研究協議会で発表 

・ 平成１５年６月２３日、尾張旭市教育委員会の現職研修と共催で実施。市内小中

学校教員、市教委関係者が参加。（５０名参加） 

・ 平成１５年１２月１日、愛日地区教務主任対象に実施。（１３０名参加） 
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◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校  v１４年度からの継続校 
 
 【学校規模】    □６学級以下    □７～１２学級 
           □１３～１８学級  v１９～２４学級 

□２５学級以上 
 【指導体制】    v 少人数指導    □ＴＴによる指導 
           □一部教科担任制  □その他 
 【研究教科】    □国語  □社会  v 算数  □理科 
           □生活  □音楽  □図画工作 □家庭 
           □体育  □その他 
 
 【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】  v 有    □無 
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